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１．目的 

 テレビゲームの使用が、空間認知能力や現実世

界での意思決定や問題解決につながりがあること

が報告されている（湯地,1995;Martin ら,2012）。

そこで、本研究の目的は、体育（ゴール型ゲーム）

の学習で注目されている戦術的な理解にテレビゲ

ームの実施経験が及ぼす影響について明らかにす

ることである。 

 

２．研究方法 

１）対象者：サッカーなどのゴール型ゲームの

経験が無い小学 3年生 9名 

２）調査方法：テレビゲーム実施前後で戦術的

知識テストを実施し、それぞれ得点を出し

た。戦術理解度の測定には鬼澤ら（2007）

の戦術的知識テストをサッカー版に変更

したもの（全 16 問）を使用し、正解を 1

点、不正解を 0点とし測定した。 

３）分析方法：➀戦術的知識テストの得点を t

検定によって分析した。➁得点変化の大き

い対象者へインタビューを行い、観察内容

と合わせて思考などについて分析した。 

 

３．結果と考察 

１） 対象者全体での比較において、テレビゲ

ーム実施前後での戦術的知識テストに有意

差が見られた（図 1）。テレビゲーム実施前

の段階で戦術的知識テストの得点が 14 点

以上だった高得点群ではテレビゲーム実施

前後において戦術的知識テストの得点に有

意差は見られなかった。一方、テレビゲー

ム実施前の段階で戦術的知識テストの得点

が 13点以下であった低得点群においては、

テレビゲーム実施前後での戦術的知識テス

トの得点に有意差が見られた。特にボール

キープに関する問題において有意差が見ら

れた。 

 

図 1 全体での比較 

２） ゴール型ゲームに関しての知識が乏し

い子どもにとっては、テレビゲームの経験

は戦術的な理解に有効的であり、テレビゲ

ームは一つの学習ツールとしての可能性が

あることが示唆された。また、インタビュ

ーと観察内容から、低得点群ではテレビゲ

ームを実施していく中で相手にボールを取

られないようにするというボールキープの

意識が醸成されていったことが示唆された。

さらに、どのように試合を進めていくかと

いった作戦を考えるようになった対象者も

おり、テレビゲームの実施は作戦の立案も

促す可能性を含んでいることが示唆された。 

 

４．結論 

 本研究では、ゴール型ゲームに関しての知識が

乏しい子どもにとってテレビゲームの実施経験は

戦術的な理解に有効的に作用することが示唆され

る結果となった。また、作戦の立案など、戦術的

な理解以外にも有効的に作用する可能性もあるこ

とがわかった。こうした可能性があることが示唆

される中で、得られた知識を現実での実践につな

げていく取り組みは必要であると考えられる。 
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